
平成２８年度 第２回倉吉市地域学校推進協議会の開催概要 

１ 趣旨 

 各学校の「地域学校委員会」の代表や教員が一堂に会し、先進的な事例を学ぶとと

もに、活動状況の意見交換を行い、倉吉市地域学校委員会の取り組みのさらなる推進

を図ることを目的とし開催している。 

２ 概要 

（１）日時 平成２９年２月１８日（土） ９：３０～１２：００ 

（２）場所 上井公民館 多目的ホール 

（３）参加者数 ６０名 

（４）内容 

① 開 会 

  「倉吉市の学校と地域づくりについて」  

  倉吉市教育委員会 教育長 福井 伸一郎  

 

  ②実践発表 

  「倉吉市立東中学校活動報告」 

   倉吉市立東中学校 校長 小椋 博幸 氏  

 東中学校の「玉川トラッシュハンティング」の活

動について発表していただいた。 

 地域のために中学生ができることを学友会が中

心となり考え、玉川清掃を地域の方と一緒に企画・

運営していった実践を紹介していただいた。生徒が

主体的に活動するためのしかけや段取り等今後の

活動のヒントをいただいた。 

 

  ③説明 「今後の動向について」 

   鳥取県教育委員会 小中学校課  

  学校・家庭・地域連携推進担当 課長補佐 福田 範史 氏  

   今後の動向について、「次世代の学校・地域」 

  創世プランをもとに、開かれる学校から信頼、期 

  待される学校になり、学校を核とした地域作りが 

  求められていることについてご示唆いただいた。 

   そのための大切な視点として、学校と地域の 

  人々が共有した目標に向かってともに「協働」し 

  て活動していくことの大切さを強く感じること 

  ができた。 

 

  ④グループで意見交換 

 テーマ「地域の次世代育成について」 

   ○現在それぞれの団体で実施されている児童生徒を対象とした事業を、資料や情報 

    換を参考に、内容・方法などの観点からワークシートに整理をする。 

 学校行事 地区公 青少協 放課後教室 社会福祉 スポーツ その他 

４月        

５月        



  ⑤まとめ・アンケート 

  ⑥閉 会 

 

３ 参加者の感想 

○東中の生徒に考えさせ計画させ行

動させる主体的な取組の手法は、と

ても参考になった。恩返しという発

想で生徒は行動する。地域を巻き込

んで協働する体験活動が大切であ

ると感じた。 

 

○次世代育成について、意見交換をし

ながらプロクラム作成したが、この

やり方を地域学校委員会に取り入れ、「地域とともにある学校づくり」にがんばっ

ていきたい。今後の方向性が見えてきた。 

 

○地域・学校・家庭が育ち学び合う関係を築いていくことの重要性を再確認した。地

域には、たくさんの人材がおられる。その人材の方々が気軽に学校教育に参加でき

るシステムを作ることが大切だと思った。子どもたちの学ぶ姿を見て、一緒に参加

したり、協力したり、支援したりできる環境があれば、子どもたちは健やかにふる

さとや地域を愛せる大人に育っていくと思った。 

 

○今後の動向を聞き、それをふまえながら学校、地域が一帯となって進めていくため

に計画を立ていきたい。整理しながら、これまでの取組、今後あるべき取組をしっ

かりと考えていき、我が校としての特色づくりを検討していきたい。 

 

４ 成果 

  学校と地域が協働して子どもを育てていくことの必要性について感じるとともに、「地 

 域の子どもは地域が育てる」について改めて考えることができた。 

  また、地域貢献活動についてのヒントも提案していただき、各学校・地域が課題を共 

 有しながら来年度に向けての意欲を高めることができた。 

 


